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学生確保の見通し等を記載した書類 

 

１ 学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生確保の見通し 

① 定員充足の見込み 

薬学部では、薬学系大学における人材養成の方向性及び現在の北海道薬科大学

の入学志願者状況、病院や薬局等をはじめとする各事業所等を対象とした人材の

養成に関する目的その他の教育研究上の目的や卒業者への採用意向に関する調査

結果による数値などを踏まえるとともに、北海道内における薬学系大学の設置状

況及び北海道内に所在する高等学校の在校生に対する進学需要調査の結果による

数値などを総合的に勘案したうえで、入学定員を１８０人とすることから、十分

な定員充足を見込むことができるものと考えている。 

② 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

ア 北海道内の薬学系学部の設置状況 

北海道内における薬学系学部（６年制）を設置している大学は、平成２９年

４月現在、北海道薬科大学、北海道大学、北海道医療大学の３大学で、この３

大学の学部（６年制）の入学定員の合計は４００人となっている。また、最近

４年間の北海道薬科大学、北海道大学、北海道医療大学の薬学系学部（６年制）

の定員充足率の平均についてみると、平成２５年度は１１０．０％、平成２６

年度は１０８．０％、平成２７年度は１０６．３％、平成２８年度は１００．

５％となっており、安定した定員の充足状況を維持している。また、最近４年

の志願倍率は、平成２５年度は７．８倍、平成２６年度は８．１倍、平成２７

年度は８．７倍、平成２８年度は７．４倍と推移していることから、北海道科

学大学の薬学部薬学科を設置した場合においても、十分な定員充足の見通しが

あるものと考えられる（資料１：北海道内の薬学系大学・大学院の設置状況並

びに定員充足状況）。 

なお、設置する北海道科学大学の薬学部薬学科の入学定員については、現在

の北海道薬科大学の薬学部薬学科の２１０人から３０人を減じた１８０人とす

ることとしている。 

イ 現在の北海道薬科大学薬学部の入学志願者状況 
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現在の北海道薬科大学の薬学部薬学科における最近５年間の入学志願者数等

の実績については、平成２４年度の志願者数は７８１人、志願倍率は３．７２

倍、平成２５年度の志願者数は１，０１７人、志願倍率は４．８４倍、平成２

６年度の志願者数は１，０９５人、志願倍率は５．２１倍、平成２７年度の志

願者数は１，２７０人、志願倍率は６．０５倍、平成２８年度の志願者数は１，

００８人、志願倍率は４．８０倍となっており、安定した志願者数と志願倍率

を維持している（資料２：現在の北海道薬科大学における過去５年間の入試状

況）。 

ウ 高等学校に対する進学需要調査結果 

北海道科学大学の薬学部薬学科の設置計画を策定するにあたり、学生確保の

見通しを計量的な数値から検証することを目的として、北海道内に所在する高

等学校の在校生（開設年度の受験対象者である現２年生）を対象として、北海

道科学大学の薬学部における教育研究上の目的及び受験意向や進学意向に関す

るアンケート調査を実施した。 

その結果、北海道科学大学の薬学部薬学科への興味については、「とても興味

を持った」と回答した者は、有効回答者数４，３５９人の６．８％にあたる２

９７人、「ある程度興味をもった」と回答した者は、４１．７％にあたる１，８

１９人となっており、「とても興味を持った」と回答した者と「ある程度興味を

もった」と回答した者を合わせると、４８．５％にあたる２，１１６人となり、

北海道科学大学の薬学部薬学科への興味の高さを伺うことができる。 

一方、北海道科学大学の薬学部薬学科への進学意向については、北海道科学

大学の薬学部薬学科を「受験したいと思う」と回答した者は、有効回答者数４，

３９１人の１１．２％にあたる４９２人となっており、また、「受験したいと思

う」と回答した４９２人の８６．８％にあたる４２７人が北海道科学大学の薬

学部薬学科に「入学したいと思う」と回答している。 

このような、北海道内に所在する一部の高等学校の在校生に限定した調査に

おいても北海道科学大学の薬学部薬学科への進学意向がうかがえることから、

学生確保においては十分な見通しがあると考えられる（資料３：薬学部進学需

要調査（高校生）集計表）。 
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③ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、大学の運営に係る財務的な視点と学生納付金の学生へ

の還元など受益者に対する説明責任の観点を踏まえるとともに、現在の北海道薬

科大学の学生納付金（入学金２０万円、初年度授業料１５０万円、２年次以降授

業料１９０万円）及び私立大学の北海道医療大学の学生納付金（入学金３０万円、

初年度授業料１６０万円、２年時以降授業料１９０万円）を参考にしたうえで、

完成年度における教育研究経費比率や経常経費依存率を見極めつつ、大学の運営

上における人件費及び教育研究や管理運営に係る経常経費等の財務予測による実

質的な採算分岐点に基づく金額（入学金２０万円、初年度授業料１５０万円、２

年次以降授業料１９０万円）として設定している。 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

① 学生確保に向けた取組方針 

新設学部の広報活動については、設置認可申請中であることを考慮し、平成２

７年度に移転した前田キャンパスの施設の充実及び教育内容等を周知することに

努め、設置認可後は試験制度等を含めた総合的な募集広報活動を集中的に行う。 

設置認可申請前は新設学部設置の目的、趣旨等を高等学校及び新設学部への志

願が期待される高校生に広く広報し、設置認可申請中は新設学部設置の進捗状況

に関する情報を継続的に提供し続け、設置認可後は入学試験制度等の周知を積極

的に行い、学生確保に努めることとする。 

② 学生確保に向けた取組状況 

学生確保に向けた取組状況としては、学部・学科の教育内容や本学の学生支援

体制を紹介する入学案内書を作成し、入学希望者に配付するとともにホームペー

ジなど、多数のメディア媒体を使用したＰＲ活動を行う。 

また、直接的な学生募集広報としては、北海道内を中心とした高校訪問や進学

相談会などを通じて高校教諭及び入学希望者に対して積極的な情報提供を行うこ

ととしている。 

さらにオープンキャンパス等においても進学希望者に対して、設置する北海道

科学大学の薬学部薬学科における学位授与方針・教育課程編成の方針・入学者の

受入方針をはじめとする様々な教育情報について、広報することとしている（資
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料４：学生確保に向けた具体的な取組内容）。 

 

 

２ 人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

設置する薬学部薬学科は、これまで現在の北海道薬科大学が果たしてきた北海道

における役割を継承し、医療人としての高い倫理観と豊かな人間性を備え、薬剤師

として相応しい基本的な資質や能力を身に付け、科学的・論理的思考力と創造性を

有し、薬学領域の基礎研究や臨床研究を実施できる人材を育成することを目的とし

て、地域社会の保健・医療・福祉に貢献するとともに、薬学分野の進展に寄与する

こととする。 

① 人材養成の目的 

「薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成２５年度改訂版）」において規定

されている薬剤師として求められる基本的な１０の資質を踏まえ、人材養成の目

的を「社会生活を送るうえで必要となる知識・理解、汎用的技能、態度・志向性、

創造的思考力の習得のもとに、薬学分野に関する基礎的な知識及び基本的な技術

と態度を基盤とし、豊かな人間性と医療人としての高い使命感を有し、生命の尊

さを深く認識し、生涯にわたって薬の責任者としての自覚をもち、人の命と健康

な生活を守るとともに、他の医療関係職種と連携・協働して、地域社会の保健・

医療・福祉の向上に寄与する次のような人材を養成する」と定める。 

ア 薬剤師の責務及び法令を遵守し、人の命と健康を守る使命感、責任感及び

倫理観を有する人材 

イ 患者の権利を尊重し、常に患者と家族・生活者の立場に立って、行動する

ことができる人材 

ウ 患者・生活者、他職種から情報を収集し、有益かつ適切な情報として発信

するコミュニケーション能力を有する人材 

エ 医療チームに参画し、相互の尊重のもとに責任ある行動を適切にとること

ができる人材 

オ 生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な

科学的知識を有する人材 
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カ 薬物療法を主体的に計画、実施、評価し、薬学的管理のもとで安全で有効

な医薬品の適正使用を推進できる人材 

キ 地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等と連携して、国民の健康増進、

公衆衛生の向上に貢献する人材 

ク 薬学・医療の進歩に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決

能力を有する人材 

ケ 薬学・医療の進歩に対応するために、医療に関わる社会的動向を把握し、

生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲と態度を有する人材 

コ 次世代の薬剤師を育成する意欲と態度を有する人材  

② 卒業時の到達目標 

教育における「質」は、かつて「とびぬけた、あるいは、卓越した能力」を意

味していたが、現在では、「目的に適合していること」との解釈（“Quality and 

Internationalization in Higher Education”, D. Woodhouse , OECD, 1999)）

の下、各大学は自らの使命・目的を表明し、これに適った学生を輩出しているこ

とを証明することによって教育の質保証がなされるという考え方が広く世界的に

受け入れられている。このような潮流において、平成１７年の中央教育審議会に

よる「我が国の高等教育の将来像」答申以降、国内の大学は機能別分化による個

性、特色の明確化を強く求められている。すなわち、高等教育がユニバーサル・

アクセスの段階に達したとの認識のもと、今後は、分野や水準の面においても、

誰もがいつでも自らの選択で学ぶことのできる高等教育の整備が重要な課題とさ

れ、多様化した学習者の様々な需要に的確に対応するため、個性・特色を一層明

確化することが求められている。一方、「学士課程教育の構築に向けて」（平成

２０年３月２５日 中央教育審議会大学分科会制度・教育部会）では「我が国の

高等教育の将来像（答申）」で強調された大学の個性化・特色化に伴う教育の多

様性と、国際通用性等の観点から要請される教育の標準性の調和の重要性に言及

されている。さらに、４項目にわたる喫緊の課題の中で、我が国の学士課程教育

の使命として知識基盤社会を支える「２１世紀型市民」の養成を掲げている。そ

のうえで、分野横断的に学士課程教育が共通して目指す学習成果を「学士力」と

し、分野別の質保証の枠組みとともに、学位授与の方針の策定に際しての参考指

針とするよう求めている。 
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この分野別の質保証の取り組みとして、薬剤師の養成を目的とする６年制の薬

学教育に関しては、薬学系人材養成の在り方に関する検討会によって、「薬学教

育モデル・コアカリキュラム（平成２５年度改訂版）」が策定され、６年制の学

部・学科としての教育内容が精選され、卒業時までに学生が身に付けておくべき

必須の能力の到達目標が提示されている。 

現在の北海道薬科大学では、平成２７年度よりこの改訂版モデル・コアカリキ

ュラムに準拠した新カリキュラムを導入し、薬剤師に求められる１０の資質を基

本とする人材像を掲げ、これを達成すべく教育が展開されている。設置する薬学

部薬学科においては、これまで北海道薬科大学が輩出してきた、豊かな人間性と

高い臨床能力を有する薬剤師の育成という人材養成機能を引き継ぎ、なおかつ学

士力を中心とした「２１世紀型市民」に相応しい資質・能力を併せ持ち、北海道

を中心とした地域医療に貢献する質の高い薬剤師の養成を目指し、教育の不断の

改革・改善に努める。このような改善サイクルの起点として、以下のように卒業

認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を次のとおり定めることとする。 

 

＜薬学科ディプロマ・ポリシー＞ 

薬学科は、「科学的市民」の育成という教育理念のもとに以下の資質や能力を

身につけ、所定の授業科目を履修して卒業に必要な単位を修得した学生に、学士

（薬学）の学位を授与します。 

１ 患者・生活者や他の医療関係職種と適切なコミュニケーションを取れる態

度・能力を有している。 

２ 問題発見・解決能力のために必要な、多面的に物事を見る力、論理的思考

力、情報分析力を有している。 

３ 生涯にわたって研究研修・研鑽を継続するとともに、医療を担う次世代の

人材を育成する意欲と態度を有している。 

４ 他の医療関係職種と連携・協力して地域住民の健康増進、公衆衛生に貢献

できる能力を有している。 

５ 基盤能力とともに薬剤師に必要な知識・技能・態度を修得し、適切な薬物

療法や薬学的管理を実践できる能力を有している。 

６ 豊かな人間性とともに、基盤能力と専門性を併せ持ち、専門職としての役
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割を主体的に果たすことができる。 

 

（２）上記（１）が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客

観的な根拠 

① 関係団体等からの要望 

北海道薬剤師会では、北海道科学大学が薬学部薬学科を設置することは、「既設

の保健医療学部の多様な医療専門職を目指す学生とともに、より実践的なチーム

医療を学ぶ環境を整えることとなり、大変有意義である」としており、「豊かな人

間性と医療人としての高い使命感を有し、人の命と健康な生活を守るととともに、

多様な医療専門職と協働し、地域社会の保健・医療・福祉の向上に寄与する薬剤

師の養成は、北海道の地域医療の推進に寄与するものである」として薬学部薬学

科の設置に対する推薦書が提出されている。また、北海道病院薬剤師会では、北

海道内の人口１０万人当たりの薬剤師数が全国平均を下回っていることから、北

海道科学大学が薬学部薬学科を設置することは、薬剤師が不足している地域の薬

剤師の確保につながることとなり、大変有意義である」としており、「患者への適

切な医薬品情報の提供や病棟での薬剤管理指導など、高度化・多様化する薬剤師

業務に的確に対応できる薬剤師の養成は、北海道の地域医療の推進に寄与するも

のである」として薬学部薬学科の設置に対する推薦書が提出されている（資料５：

関係団体の要望書）。 

このことから、設置する北海道科学大学の薬学部薬学科の設置及び人材の養成

に関する目的その他の教育研究上の目的が、社会的、地域的な人材需要の動向等

社会の要請を踏まえているといえる。 

② 既設学部の求人状況及び就職状況 

現在の北海道薬科大学の薬学部薬学科における最近５年間の求人件数の実績は、

平成２３年度は就職希望者１３５人に対して求人人数２，２８７人、求人倍率は

１６．９倍、平成２４年度は就職希望者１４１人に対して求人人数２，３４８人、

求人倍率は１６．７倍、平成２５年度は就職希望者１０６人に対して求人人数２，

４４７人、求人倍率は２３．１倍、平成２６年度は就職希望者８６人に対して求

人人数２，２１９人、求人倍率は２５．８倍、平成２７年度は就職希望者１０９

人に対して求人人数２，１１９人、求人倍率は１９．４倍となっている。 
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また、現在の北海道薬科大学の薬学部薬学科における最近５年間の就職率の実

績は、平成２３年度は就職希望者１３５人に対して就職者数１３４人、就職率は

９９．３％、平成２４年度は就職希望者１４１人に対して就職者数１３９人、就

職率は９８．６％、平成２５年度は就職希望者１０６人に対して就職者数１０６

人、就職率は１００．０％、平成２６年度は就職希望者８６人に対して就職者数

８４人、就職率は９７．７％、平成２７年度は就職希望者１０９人に対して就職

者数１０９人、就職率は１００．０％となっており、昨今の就職難の状況下にお

いても大きな影響を受けることなく、高い就職率で推移している。 

このように、多数の求人人数を得ていること及び高い就職率を維持しているこ

とは、薬学部における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人

材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることを示しているものであり、

今般、設置する北海道科学大学の薬学部薬学科における就職先の確保についても

十分に見込めるものと考える（資料６：現在の北海道薬科大学における過去５年

間の就職状況）。 

③ 医療現場等からの要請 

北海道科学大学の薬学部薬学部の設置計画を進めるうえで、薬学部薬学科の設

置及び教育研究上の目的や養成する人材が地域的な需要の動向等を踏まえたもの

であることについて検証するために、病院や薬局等をはじめとする各事業所等に

対して、北海道科学大学の薬学部薬学科における教育研究上の目的と養成する人

材や設置の必要性及び卒業生に対する採用意向等に関するアンケート調査を実施

した。 

その結果、北海道科学大学の薬学部薬学科を設置することの社会的な必要性に

ついては、有効回答件数３７２件の９７．０％にあたる３６１事業所等が「必要

だと思う」と回答しているとともに、北海道科学大学の薬学部薬学科の卒業生に

対する採用意向については、有効回答件数３７４件の９８．１％にあたる３６７

事業所等が「採用したいと思う」と回答しており、北海道科学大学の薬学部薬学

科の卒業生の採用に積極的な意向を示している。 

なお、北海道科学大学の薬学部薬学科の卒業生を「採用したいと思う」と回答

した事業所等の属性をみると、「病院」が１６０件、「薬局・ドラッグストア」が

１６６件となっており、さらに、「採用したいと思う」と回答した事業所等の毎年
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の採用予定人数を合計すると６２７人となることから、卒業後の進路については、

十分な見通しがあるものと考えられる（資料７：薬学部人材需要調査（事業所）

集計表）。 



（資料１）北海道内の薬学系大学・大学院の 

設置状況並びに定員充足状況 

  





（資料２）現在の北海道薬科大学における 

過去５年間の入試状況 

  





（資料３）薬学部進学需要調査（高校生）集計表 

・薬学部進学需要調査（高校生）集計表 

・北海道科学大学薬学部薬学科 

（仮称、設置構想中）に関するアンケート 

・薬学部薬学科概要説明資料 
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（資料４）学生確保に向けた具体的な取組内容 

  



－1－ 

 

学生確保に向けた具体的な取組内容 
 

１ 入学案内書等の印刷物 

北海道薬科大学と統合し新学部を設置することの概略を紹介するパンフレット、学

部・学科の教育内容や本学の学生支援体制等を紹介する入学案内書及び受験ガイド等

の広報資料を作成し、高等学校教員説明会、各種相談会等の参加者に配付するととも

に、ＷＥＢ等各種媒体による資料請求者へ郵送する。 

 

２ 各種媒体 

これまで継続して参画している進学雑誌、ＷＥＢ企画等において広報活動に加え、

薬学系関連企画等へ新規に参画するとともに、設置認可後はＴＶＣＭ、新聞広告を利

用し、新設学部を周知する。 

 

３ 高等学校訪問 

平成２９年３月から、北海道薬科大学と統合して新学部を設置することの趣旨等を

周知するための高等学校訪問を開始し、６～７月及び設置認可後の９月～１０月に実

施する。 

進学相談会での面談者や各種媒体・ホームページ等による資料請求者が在籍する高

等学校、アンケート調査により志願者が見込まれる高等学校に対して、今後の予定に

ついての継続的な情報提供を行う。なお、高等学校訪問において、新設学部への志願

者が多く見込まれる高校に対しては、北海道科学大学と北海道薬科大学の教員が訪問

し、志願予定者及び進路指導部教員に説明を行うなど、継続的なアプローチを行う。 

設置認可後には入学試験制度の案内と出願関係書類の配付、スカラーシップ制度の

紹介を含めた関係資料を北海道・東北地区の高等学校訪問時に配付し、志願者の確保

に努める。 

 

４ オープンキャンパス 

６月・８月に開催するオープンキャンパスでは、新設学部の教育内容、大学施設の

紹介を説明するとともに、薬剤師体験実習として、無菌製剤（注射剤づくり）、軟膏剤

づくり、バイタルサイン測定等を実施し、薬剤師を体感してもらうことを予定してい

る。 

ＮＥＴオープンキャンパスは７月、９月、１１月、１２月に開催し、設置認可後の

１１月に開催するＮＥＴオープンキャンパスでは、新設学部に特化したものとし、既

存学部と連携し、薬剤師を志望する志願者にチーム医療に関して、本学の今後の展望

も説明する。 
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５ 進学相談会・高等学校校内ガイダンス 

年間を通して、業者が主催する進学相談会、高等学校校内ガイダンスに参加し、新

設学部について広報する。 

各相談会において、既存の学部・学科への希望者に対応する教職員とは別に、新設

学部への進学希望者に対応するため、北海道薬科大学の教職員を派遣し詳細な説明を

行う。 

参加者から提出されたアンケートに基づき、新設学部への希望者に対して、今後の

オープンキャンパス等のイベント開催の案内及び設置認可申請の進捗状況の情報提供

を行い、設置認可後は各種案内書、募集要項等を送付する。 

高等学校等からの依頼による校内ガイダンス及び出前講義・模擬講義等については、

本学を進学先に検討している生徒がいることによる依頼が多いことから積極的に参加

する。 

 

６ 大学訪問 

希望者に対して学校見学・個別相談を随時受け付け、対応する。 

 

７ 高等学校教員等説明会 

設置認可後の１０月頃には入試制度等の説明会を北海道地区（札幌・旭川・函館・

帯広・釧路・北見）及び東北地区（青森・盛岡・秋田）の計９会場にて開催する予定

であり、開催案内を北海道・東北地区全域の高等学校に送付する。 

 

８ 同窓会の定例行事（幹事会・総会等）における新設学部の説明及び広報活動 

北海道科学大学、北海道薬科大学それぞれの同窓会において、新設学部の説明を行

う。 

 

９ その他 

設置認可後は、前項に掲げた取り組みをさらに拡大し、学生募集に関する情報提供

を積極的に行う。入試内容をはじめとする募集要項を、ホームページや各種サイト、

各媒体等で広く告知する。また、潜在志願者（オープンキャンパス参加者及び資料請

求者）に対して募集要項等を送付するとともに、高等学校訪問を行い、高等学校進路

指導教員等への周知を行う。 

入試については、推薦入試、一般入試、大学入試センター試験利用入試等を実施す

る予定であり、大学教職員が一丸となって学生確保に努める。 

 



（資料５）関係団体の要望書 

・一般社団法人 北海道薬剤師会 

・北海道病院薬剤師会 

  



別添資料として一般社団法人北海道薬剤師会と北海道病院薬剤師会の要望

書２枚を添付した。



（資料６）現在の北海道薬科大学における 

過去５年間の就職状況 

  





（資料７）薬学部人材需要調査（事業所）集計表 

・薬学部人材需要調査（事業所）集計表 

・北海道科学大学薬学部薬学科 

（仮称、設置構想中）に関するアンケート 

・薬学部薬学科概要説明資料 
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